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源
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語
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木
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花
散
里
・
須
磨
）
の
再
紹
介

岩

坪

健

一
、
は
じ
め
に

白
畑
よ
し
氏
が
一
九
六
六
年
に
紹
介
さ
れ
た
「
白
描
『
源
氏
物
語
』
絵
巻
」
は
室
町
時
代
後
期
に
制
作
さ
れ
、
賢
木
・
花
散
里
・
須
磨

の
連
続
す
る
三
帖
し
か
現
存
し
な
い
が
、
物
語
中
の
和
歌
を
全
首
含
み
絵
は
三
十
図
に
も
及
ぶ
⑴
。
そ
の
の
ち
賢
木
全
段
と
須
磨
前
半
の

一
図
は
宇
野
茶
道
美
術
館
に
渡
り
、
閉
館
後
に
は
福
井
県
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
に
寄
贈
さ
れ
た
⑵
。
ま
た
須
磨
の
後
半
は
現
在
、

石
山
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
は
白
畑
氏
が
す
べ
て
翻
刻
さ
れ
た
が
、
絵
は
一
部
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
、
所
蔵
者
の
御
厚

意
に
よ
り
閲
覧
・
撮
影
を
許
可
さ
れ
た
の
で
、
改
め
て
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
当
絵
巻
は
紹
介
者
に
ち
な
み
、
白
畑
本
と
仮
称
す

る
。
そ
の
書
誌
に
つ
い
て
は
白
畑
氏
が
述
べ
ら
れ
た
の
で
本
稿
で
は
省
略
し
、
以
下
、
巻
ご
と
に
考
察
す
る
。
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二
、
白
畑
本
・
賢
木
の
巻

白
畑
本
の
花
散
里
・
須
磨
の
巻
は
完
備
し
て
い
る
が
、
賢
木
の
巻
は
巻
頭
の
部
分
（
桐
壺
院
崩
御
ま
で
）
が
欠
落
し
て
、
現
存
す
る
第

一
図
の
詞
書
も
な
い
。『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
源
氏
物
語
歌
に
付
け
ら
れ
た
歌
番
号
で
示
す
と
、
賢
木
の
巻
に
は
一
三
三
〜
一
六
五

番
歌
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
白
畑
本
の
第
二
図
詞
書
は
一
四
六
番
歌
か
ら
始
ま
る
。
ま
た
継
ぎ
誤
り
も
見
ら
れ
る
が
、
一
六
五
番
歌
ま
で

は
揃
っ
て
い
る
。

現
存
す
る
白
畑
本
・
賢
木
の
巻
の
絵
、
全
十
一
図
（
す
べ
て
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
蔵
）
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
三
作
品

も
参
照
す
る
。

○
略
称
『
絵
詞
』。
片
桐
洋
一
氏
・
大
阪
女
子
大
学
物
語
研
究
会
編
著
『
源
氏
物
語
絵
詞
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
八
三
年
）
の
翻
刻
に
よ

る
。
片
桐
洋
一
氏
の
解
題
に
よ
る
と
、
天
正
・
文
禄
（
一
五
七
三
〜
九
六
年
）
の
写
本
で
、
従
来
の
見
解
は
「
平
安
時
代
以
来
絵
画
化

さ
れ
て
来
た
場
面
を
整
理
総
合
し
た
」
も
の
で
あ
っ
た
が
、
片
桐
氏
は
、「『
源
氏
物
語
』
に
通
じ
た
文
化
人
が
注
文
主
の
依
頼
に
応
じ

て
、『
源
氏
物
語
』
全
巻
か
ら
絵
に
す
べ
き
場
面
を
選
び
、
そ
の
部
分
の
物
語
本
文
を
詞
書
と
し
て
抄
出
す
る
と
と
も
に
、
絵
と
す
べ

き
図
様
を
詳
細
に
記
述
し
て
呈
出
し
た
も
の
」
と
説
か
れ
た
。
賢
木
の
巻
は
全
八
項
。

○
略
称
『
承
応
』。
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
跋
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
『
源
氏
物
語
』。
挿
し
絵
は
山
本
春
正
画
。
当
巻
は
全
八

図
。

○
略
称
『
石
山
』。
鷲
尾
遍
隆
氏
監
修
・
中
野
幸
一
氏
編
集
『
石
山
寺
蔵

四
百
画
面

源
氏
物
語
画
帖
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
六
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月
）。
製
作
年
代
は
江
戸
時
代
中
期
と
推
定
さ
れ
る
。
当
巻
は
全
九
図
。

以
上
の
作
品
の
絵
（『
絵
詞
』
は
絵
と
す
べ
き
箇
所
）
を
粗
筋
の
順
に
並
べ
、
白
畑
本
が
始
ま
る
箇
所
か
ら
通
し
番
号
（
１
〜
１８
）
を

付
け
、
私
に
見
出
し
を
設
け
る
。
次
に
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
略
称
「
新
大
系
」）
の
段
落
番
号
（
賢
木
の
巻
は
１
〜
５３
）
を
付
し
、

そ
の
場
面
を
描
い
た
絵
を
作
品
の
略
称
名
と
、
各
作
品
に
お
け
る
絵
の
通
し
番
号
（
丸
数
字
）
で
表
す
。
た
と
え
ば
「
１

藤
壺
邸
に
て

兄
の
兵
部
卿
宮
、
光
源
氏
、
王
命
婦
と
和
歌
を
詠
む
（
新
大
系
１５
）。
白
畑
①
Ａ
・
絵
詞
③
・
石
山
④
。」
と
は
、
物
語
の
順
で
は
第
１

項
、
見
出
し
は
「
藤
壺
邸
」
以
下
、
本
文
は
新
大
系
の
第
１５
段
、
絵
は
白
畑
本
第
一
図
（
図
Ａ
）
と
『
絵
詞
』
第
三
項
、『
石
山
』
第
四

図
を
意
味
す
る
。
な
お
白
畑
Ａ
〜
Ｅ
は
注
⑴
の
論
文
に
掲
載
さ
れ
、
白
畑
⑴
〜
⑺
は
本
稿
の
末
尾
に
収
め
る
。
た
だ
し
図
Ｂ
は
注
⑴
の
論

文
所
収
の
図
で
は
一
部
を
欠
く
た
め
、
改
め
て
本
稿
に
図
⑶
と
し
て
載
せ
る
。

１

藤
壺
邸
に
て
兄
の
兵
部
卿
宮
、
光
源
氏
、
王
命
婦
、
和
歌
を
詠
み
合
う
（
新
大
系
１５
）。
白
畑
①
Ａ
・
絵
詞
③
・
石
山
④
。

『
白
畑
』
は
三
人
の
詠
者
し
か
描
か
な
い
の
に
対
し
て
、『
石
山
』
は
藤
壺
や
塀
の
外
の
家
来
・
牛
飼
い
童
も
添
え
る
。『
絵
詞
』
所
引

の
物
語
本
文
に
は
「
御
前
の
五
葉
の
雪
に
し
ほ
れ
て
し
た
葉
か
れ
た
る
」、
説
明
文
に
は
「
御
ま
へ
の
五
葉
に
雪
つ
も
る
て
い
」
と
あ
り
、

『
石
山
』
は
そ
の
風
情
を
描
く
。
一
方
『
白
畑
』
に
も
庭
に
松
が
あ
る
が
、
雪
は
積
も
っ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
『
白
畑
』
の
雪
景
色
は

白
畑
⑥
に
見
ら
れ
る
。

２

宮
中
に
て
光
源
氏
、
朧
月
夜
と
密
会
（
新
大
系
２２
）。
白
畑
②
⑴
。

『
白
畑
』
に
は
光
源
氏
と
朧
月
夜
の
ほ
か
、
矢
を
背
負
っ
た
武
官
と
直
衣
姿
の
人
が
い
る
。
武
官
は
詞
書
に
「
こ
ゝ
か
し
こ
た
つ
ね
あ

り
き
て
、
と
ら
一
と
申
な
り
」
と
記
さ
れ
た
近
衛
府
の
者
、
も
う
一
人
は
詞
書
に
は
な
い
が
、
光
源
氏
が
朧
月
夜
の
も
と
を
出
る
の
を
目

撃
し
た
藤
少
将
で
あ
ろ
う
か
。
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３

藤
壺
邸
に
て
光
源
氏
、
藤
壺
に
近
づ
く
（
新
大
系
２４
２５
）。
絵
詞
④
・
承
応
④
・
石
山
⑤
。

『
絵
詞
』
と
『
承
応
』
は
藤
壺
が
失
神
し
て
人
々
が
介
抱
す
る
と
こ
ろ
（
新
大
系
２４
）、『
石
山
』
は
回
復
し
た
藤
壺
に
光
源
氏
が
近
寄

る
と
こ
ろ
（
新
大
系
２５
）。

４

光
源
氏
、
藤
壺
と
和
歌
を
詠
み
交
わ
し
て
藤
壺
邸
を
去
る
（
新
大
系
２６
）。
白
畑
③
⑵
。

『
白
畑
』
は
光
源
氏
と
藤
壺
が
並
ん
で
座
り
、
二
人
の
背
後
に
描
か
れ
た
笹
の
葉
は
壁
代
の
模
様
で
あ
ろ
う
か
。

５

光
源
氏
、
雲
林
院
を
訪
問
（
新
大
系
３０
）。
絵
詞
⑤
・
石
山
⑥
。

『
石
山
』
の
絵
は
、『
絵
詞
』
所
引
の
物
語
本
文
「
ほ
う
し
は
ら
の
あ
か
た
て
ま
つ
る
」
に
当
て
は
ま
る
。

６

雲
林
院
に
滞
在
中
の
光
源
氏
、
紫
の
上
と
文
通
（
新
大
系
３１
）。
白
畑
④
Ｂ
⑶
。

『
白
畑
』
の
詞
書
は
光
源
氏
と
紫
の
上
と
の
贈
答
歌
で
あ
り
、
絵
に
描
か
れ
た
光
源
氏
が
机
の
前
に
座
り
、
両
手
で
持
っ
て
広
げ
て
い

る
の
は
手
紙
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
床
に
置
か
れ
た
草
花
は
手
紙
に
付
け
る
折
枝
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
二
人
の
僧
侶
が
光
源
氏
と

対
面
し
、
机
の
上
に
あ
る
巻
物
は
経
巻
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
絵
の
場
面
は
「
ほ
う
し
ば
ら
の
才
あ
る
か
ぎ
り
召
し
出

で
て
、
論
義
せ
さ
せ
て
聞
こ
し
め
さ
せ
給
」（
新
大
系
３０
）、
ま
た
は
「
六
十
巻
と
い
ふ
文
読
み
給
ひ
、
お
ぼ
つ
か
な
き
所
々
解
か
せ
な
ど

し
て
お
は
し
ま
す
」（
新
大
系
３３
）
と
想
定
さ
れ
る
。
す
る
と
『
白
畑
』
の
詞
書
と
絵
の
場
面
は
一
致
せ
ず
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
第

五
章
で
再
考
す
る
。

７

雲
林
院
に
滞
在
中
の
光
源
氏
、
斎
院
と
文
通
（
新
大
系
３２
）。
白
畑
⑤
⑷
。

『
白
畑
』
は
光
源
氏
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
斎
院
（
朝
顔
の
姫
君
）
と
そ
の
女
房
を
描
く
。

８

光
源
氏
、
雲
林
院
を
去
る
（
新
大
系
３３
）。
絵
詞
⑥
・
承
応
⑤
。
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光
源
氏
を
見
送
っ
た
人
々
の
中
に
「
し
は
ふ
る
ひ
」
ま
た
は
「
し
は
ふ
る
ひ
と
」
が
い
た
、
と
物
語
に
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
語
義
は

不
明
で
あ
る
。「
皺
古
い
」
と
解
釈
す
れ
ば
『
絵
詞
』
の
説
明
文
に
あ
る
「
老
人
」
に
な
り
、「
柴
振
る
」
と
読
め
ば
『
承
応
』
に
描
か
れ

た
、
束
ね
た
柴
を
背
負
う
男
に
な
る
。

９

光
源
氏
、
雲
林
院
か
ら
持
ち
帰
っ
た
紅
葉
を
藤
壺
に
贈
る
（
新
大
系
３４
）。
石
山
⑦
。

『
石
山
』
は
光
源
氏
が
自
邸
で
、
手
紙
を
書
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

１０
宮
中
に
て
光
源
氏
、
藤
壺
と
和
歌
の
贈
答
（
新
大
系
３７
）。
白
畑
⑩
⑸
。

御
簾
を
隔
て
て
「
け
ん
し
」
と
書
き
こ
ま
れ
た
光
源
氏
は
、「
藤

中
宮
」（
藤
壺
）
に
背
を
向
け
て
い
る
。
光
源
氏
と
向
か
い
合
う
女

房
は
取
り
次
い
だ
王
命
婦
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
白
畑
』
は
こ
の
箇
所
か
ら
誤
っ
て
継
が
れ
、
物
語
の
順
に
並
び
替
え
る
と
現
状
の
第
十
図

（
白
畑
⑩
）
が
白
畑
⑤
に
続
き
、
以
下
⑩
⑨
⑥
⑦
⑧
⑪
と
な
る
。

１１
光
源
氏
、
朧
月
夜
か
ら
の
消
息
に
返
信
（
新
大
系
３８
）。
白
畑
⑨
Ｅ
。

硯
箱
を
前
に
し
て
右
手
に
筆
を
持
つ
「
源
氏
」
は
、
和
歌
に
も
詠
ま
れ
た
「
時
雨
」
が
降
る
空
を
見
上
げ
て
い
る
。
薄
墨
で
引
か
れ
た

濃
淡
の
あ
る
斜
線
は
、
雨
を
表
現
し
て
い
る
⑶
。

１２
桐
壺
院
の
一
周
忌
に
光
源
氏
、
藤
壺
と
詠
み
合
う
（
新
大
系
３９
）。
白
畑
⑥
⑹
。

『
白
畑
』
に
は
光
源
氏
の
姿
は
な
く
、
几
帳
の
側
に
い
る
女
君
は
「
ふ
ち
つ
ほ
の
中
宮
」、
も
う
一
人
は
物
語
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が

取
り
次
い
だ
女
房
で
あ
ろ
う
。
雪
が
積
も
っ
て
い
る
庭
の
松
は
、
詞
書
の
「
雪
い
た
ふ
ふ
り
た
り
」
に
合
う
。

１３
藤
壺
、
法
華
八
講
を
催
す
（
新
大
系
４０
）。
承
応
⑥
。

『
承
応
』
は
薪
の
行
道
を
描
く
。
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１４
出
家
し
た
藤
壺
、
光
源
氏
と
詠
み
交
わ
す
（
新
大
系
４２
）。
白
畑
⑦
Ｃ
。

『
白
畑
』
に
は
「
源
氏
」
と
「
ふ
ち
つ
ほ
の
宮
」
の
ほ
か
、
藤
壺
が
出
家
し
た
と
き
（
新
大
系
４１
）
に
登
場
す
る
「
ひ
や
う
ふ
卿
の
宮
」

と
「
よ
川
の
そ
う
つ
」
も
加
わ
る
。

１５
光
源
氏
、
藤
壺
邸
を
訪
れ
和
歌
の
贈
答
（
新
大
系
４５
）。
白
畑
⑧
Ｄ
。

詞
書
に
「
ほ
と
け
に
ゆ
つ
り
き
こ
え
給
へ
る
お
ま
し
所
な
れ
は
す
こ
し
け
ち
か
ふ
心
ふ
か
し
」
と
あ
り
、
奥
に
仏
間
を
設
け
た
た
め
藤

壺
は
端
近
に
い
て
、
今
ま
で
よ
り
も
光
源
氏
に
近
い
と
読
め
る
。
一
方
『
白
畑
』
の
絵
は
仏
壇
が
画
面
の
中
央
を
広
く
占
め
、
そ
の
両
側

に
藤
壺
と
光
源
氏
を
配
置
し
た
の
で
、
二
人
の
距
離
感
は
遠
く
感
じ
ら
れ
る
。

１６
光
源
氏
、
韻
塞
に
興
じ
る
（
新
大
系
４９
）。
絵
詞
⑦
。

『
絵
詞
』
の
説
明
文
に
は
新
大
系
の
第
５０
段
も
含
む
。

１７
頭
中
将
、
負
け
わ
ざ
を
催
す
（
新
大
系
５０
）。
白
畑
⑪
⑺
・
承
応
⑦
・
石
山
⑧
。

三
作
品
と
も
に
頭
中
将
親
子
と
光
源
氏
が
い
る
酒
宴
の
場
で
、
い
ず
れ
に
も
酒
杯
・
三
方
・
銚
子
が
見
ら
れ
る
。『
白
畑
』
に
の
み
大

太
鼓
が
添
え
ら
れ
、
こ
れ
は
「
御
遊
び
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
表
す
。

１８
光
源
氏
、
朧
月
夜
と
の
密
会
を
父
の
右
大
臣
に
見
つ
け
ら
れ
る
（
新
大
系
５２
）。
絵
詞
⑧
・
承
応
⑧
・
石
山
⑨
。

光
源
氏
が
几
帳
に
隠
れ
る
さ
ま
は
、
三
作
品
に
共
通
す
る
。

白
描
源
氏
物
語
絵
巻
（
賢
木
・
花
散
里
・
須
磨
）
の
再
紹
介
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三
、
白
畑
本
・
花
散
里
の
巻

白
畑
本
の
花
散
里
の
巻
は
絵
が
二
図
あ
る
。
第
一
図
は
中
河
の
女
、
第
二
図
（
図
Ｆ
）
は
麗
景
殿
女
御
と
の
和
歌
の
や
り
取
り
で
あ

り
、『
絵
詞
』『
石
山
』
も
同
じ
二
場
面
を
選
ん
で
い
る
。
一
方
『
承
応
』
は
、
次
の
巻
名
歌
を
含
む
第
二
図
し
か
取
り
上
げ
な
い
。

橘
の
香
を
な
つ
か
し
み
ほ
と
と
ぎ
す
花
散
る
里
を
た
づ
ね
て
ぞ
と
ふ

『
白
畑
』『
承
応
』『
石
山
』
と
も
に
、
和
歌
に
詠
ま
れ
た
橘
と
ほ
と
と
ぎ
す
を
描
く
。
光
源
氏
は
こ
の
歌
を
麗
景
殿
女
御
に
詠
み
か
け
た

あ
と
、
女
御
の
妹
に
あ
た
る
花
散
里
を
訪
ね
る
の
で
、
第
二
図
に
登
場
す
る
男
女
は
光
源
氏
と
女
御
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
白
畑
』

に
「
け
ん
し
」「
花
ち
る
さ
と
」
と
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
の
は
、
巻
名
歌
が
詠
ま
れ
た
場
面
で
あ
る
の
で
、
そ
の
場
に
い
る
の
は
巻
名
に

ち
な
む
女
君
だ
と
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
白
畑
本
・
須
磨
の
巻

白
畑
本
は
一
首
（
二
一
二
番
歌
）
抜
け
て
い
る
が
、
そ
の
詞
書
が
二
一
三
番
歌
の
前
に
あ
る
の
で
単
な
る
書
き
落
と
し
で
あ
ろ
う
。
絵

は
全
十
六
図
、
揃
っ
て
い
る
。

白
畑
本
の
絵
を
す
べ
て
取
り
あ
げ
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
前
章
で
比
較
し
た
『
絵
詞
』『
承
応
』『
石
山
』
の
ほ
か
、
次
の
二
作
品

（
略
称
『
勾
当
』『
篠
山
』）
の
図
も
参
照
す
る
。

― ６９ ―
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○
略
称
『
絵
詞
』。
須
磨
は
全
五
項
。

○
略
称
『
勾
当
』。
宮
川
葉
子
氏
「
白
描
源
氏
物
語
絵
巻

│
後
土
御
門
院
勾
當
内
侍
筆
│
」（
同
氏
著
『
源
氏
物
語
受
容
の
諸
相
』
青
�

舎
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
。
初
出
は
「
国
際
経
営
・
文
化
研
究
」
第
六
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
翻
刻
と
絵
を
掲
載
。
識
語

に
「
後
土
御
門
院
勾
當
内
侍
女
筆
」
と
あ
り
、
後
土
御
門
院
の
在
位
期
間
は
一
四
六
四
〜
一
五
〇
〇
年
、
そ
の
間
の
勾
当
内
侍
と
し
て

四
辻
春
子
（
一
五
〇
四
年
没
）
を
宮
川
氏
は
推
定
さ
れ
た
。
須
磨
・
明
石
の
巻
の
み
現
存
す
る
。
須
磨
は
全
五
図
。

○
略
称
『
承
応
』。
須
磨
は
全
八
図
。

○
略
称
『
石
山
』。
須
磨
は
全
十
四
図
。

〇
略
称
『
篠
山
』。
須
磨
は
全
十
図
。
狩
野
典
信
画
を
橋
本
栄
保
が
模
写
し
た
絵
巻
。
奥
書
に
よ
る
と
、
須
磨
・
明
石
の
巻
の
み
製
作
さ

れ
た
。
原
本
の
詞
書
を
分
担
し
た
筆
者
の
官
職
か
ら
、
一
七
八
〇
年
一
月
か
ら
一
七
八
一
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
、
と
推
測

さ
れ
る
。
詳
細
は
注
⑶
の
論
文
を
参
照
。

右
記
の
五
作
品
に
収
め
ら
れ
た
絵
は
す
べ
て
注
⑶
の
論
文
に
て
比
較
考
察
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
重
複
を
避
け
る
た
め
、
白
畑
本
の
絵
の

場
面
の
み
を
取
り
上
げ
る
。
よ
っ
て
白
畑
本
に
な
い
図
は
、
他
本
に
あ
っ
て
も
考
察
し
な
い
。

ま
ず
白
畑
本
の
絵
に
通
し
番
号
（
第
１
〜
１６
図
）
を
付
け
て
私
に
見
出
し
を
設
け
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
略
称
「
新
大
系
」）
の

段
落
番
号
（
須
磨
の
巻
は
１
〜
３６
）
を
付
し
、
白
畑
本
の
絵
を
示
す
。
白
畑
Ｇ
〜
Ｑ
は
注
⑴
の
論
文
に
、
白
畑
ア
〜
オ
は
本
稿
に
そ
れ
ぞ

れ
掲
載
す
る
。
な
お
図
Ｌ
と
図
Ｐ
は
注
⑴
論
文
の
所
収
図
で
は
一
部
を
欠
く
た
め
、
全
図
（
図
イ
・
図
オ
）
を
本
稿
に
収
め
た
。
図
ア
は

越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
蔵
、
図
イ
〜
オ
は
石
山
寺
蔵
で
あ
り
、
所
在
不
明
の
第
３
図
の
絵
は
「
白
畑
不
明
」
と
記
す
。
最
後
に
当
該

絵
が
他
作
品
に
も
あ
れ
ば
そ
の
作
品
の
略
称
と
、
各
作
品
に
お
け
る
絵
の
通
し
番
号
を
丸
数
字
で
表
す
。
た
と
え
ば
「
第
５
図
。
光
源

白
描
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氏
、
父
院
の
御
陵
に
参
る
途
中
、
三
条
宮
に
住
む
藤
壺
を
見
舞
う
（
新
大
系
１３
）。
白
畑
Ｉ
・
勾
当
①
。」
は
、
白
畑
本
の
絵
の
順
で
は
第

五
図
、
見
出
し
は
「
光
源
氏
」
以
下
、
本
文
は
新
大
系
の
第
１３
段
、
絵
は
『
白
畑
』
の
図
Ｉ
と
『
勾
当
』
の
第
一
図
を
意
味
す
る
。

第
１
図

光
源
氏
、
大
宮
と
歌
を
詠
み
交
わ
す
（
新
大
系
６
）。
白
畑
Ｇ
。

前
掲
の
五
作
品
は
取
り
上
げ
な
い
場
面
で
あ
る
。
白
畑
本
の
絵
は
明
け
方
に
光
源
氏
が
左
大
臣
邸
を
立
ち
去
る
と
こ
ろ
で
、
数
え
五
歳

の
夕
霧
は
眠
っ
て
い
る
と
話
題
に
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
白
畑
本
は
詞
書
の
「
心
く
る
し
き
人
の
い
き
た
な
さ
」（
熟
睡
し
て
い
る
夕

霧
）
を
描
い
て
い
る
。

第
２
図

弟
の
帥
宮
と
親
友
の
三
位
中
将
が
訪
れ
る
。
身
繕
い
を
す
る
光
源
氏
は
鏡
台
に
映
る
や
つ
れ
顔
を
見
て
、
紫
の
上
と
和
歌
を
詠

み
合
う
（
新
大
系
９
）。
白
畑
Ｈ
・
絵
詞
②
・
承
応
②
・
石
山
②
・
篠
山
③
。

『
白
畑
』
と
『
石
山
』
は
帥
宮
と
三
位
中
将
を
省
き
、
鏡
台
を
見
る
光
源
氏
と
紫
の
上
し
か
い
な
い
。
物
語
で
は
女
房
は
登
場
せ
ず
、

『
白
畑
』
も
『
承
応
』
も
描
か
な
い
の
に
対
し
て
、『
石
山
』
は
坪
庭
越
し
に
垣
間
見
る
二
人
の
女
房
が
お
り
、『
篠
山
』
は
二
人
の
女
房

と
一
人
の
下
女
が
接
待
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
篠
山
』
に
は
小
道
具
を
多
く
描
き
こ
む
の
に
反
し
て
、『
白
畑
』『
承
応
』

『
石
山
』
は
鏡
台
だ
け
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
白
畑
』
は
最
も
描
か
れ
た
も
の
が
少
な
く
、
光
源
氏
と
紫
の
上
が
歌
を
詠
み
交
わ
す
情
景
に

限
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
白
畑
』
が
「
素
人
の
手
す
さ
び
」（
注
⑴
の
論
文
）
に
よ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
最
小
限
に
絞
る
こ
と

に
よ
り
詠
歌
の
情
緒
を
醸
し
出
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
な
お
、
物
語
本
文
に
も
『
絵
詞
』
に
も
光
源
氏
は
無
紋
の
直
衣
に
着
替
え
た

と
あ
り
、『
承
応
』『
石
山
』
は
無
紋
、『
篠
山
』
は
直
衣
を
着
る
前
で
あ
る
。『
白
畑
』
も
無
紋
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
総
じ
て
白
描
の
絵

で
は
無
紋
に
描
く
こ
と
が
多
い
。

第
３
図

光
源
氏
、
花
散
里
邸
を
訪
問
（
新
大
系
１０
）。
白
畑
不
明
。
石
山
③
。

― ７１ ―
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『
石
山
』
は
光
源
氏
が
花
散
里
と
語
ら
い
、
別
室
に
は
二
人
の
女
房
が
控
え
、
崩
れ
た
築
地
塀
に
絡
ま
る
蔦
を
月
が
照
ら
す
。『
白
畑
』

も
二
人
が
詠
み
合
う
図
で
あ
ろ
う
か
。

第
４
図

光
源
氏
、
朧
月
夜
と
文
を
交
わ
す
（
新
大
系
１２
）。
白
畑
ア
。

他
作
品
に
見
ら
れ
ず
『
白
畑
』
の
み
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
和
歌
が
贈
答
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
光
源
氏
は
描
か
れ
ず
、
硯
箱
を
挟
ん

（
マ
マ
）

で
二
人
の
女
君
（「
お
ほ
ろ
月
夜
」
と
密
会
を
手
引
き
し
た
「
中
納
言
宮
」）
が
向
き
合
う
。
な
お
当
該
図
は
現
在
、
掛
け
軸
に
装
丁
さ
れ

て
い
る
。

第
５
図

光
源
氏
、
父
院
の
御
陵
に
参
る
途
中
、
三
条
宮
に
住
む
藤
壺
を
見
舞
う
（
新
大
系
１３
）。
白
畑
Ｉ
・
勾
当
①
。

物
語
本
文
に
「
近
き
御
簾
の
前
に
御
座
ま
い
り
て
、
御
身
づ
か
ら
聞
こ
え
さ
せ
給
。」
と
あ
り
、
二
作
品
と
も
御
簾
越
し
に
語
り
合
っ

て
い
る
。
た
だ
し
光
源
氏
の
姿
は
異
な
り
『
勾
当
』
は
静
座
し
て
い
る
が
、『
白
畑
』
は
立
っ
て
御
簾
に
顔
を
寄
せ
秘
密
の
親
密
さ
が
感

じ
ら
れ
る
。

第
６
図

光
源
氏
、
御
陵
に
参
拝
す
る
途
次
、
下
鴨
神
社
を
遥
拝
す
る
（
新
大
系
１４
）。
絵
詞
③
・
石
山
④
。
光
源
氏
、
御
陵
に
別
れ
を

告
げ
る
（
新
大
系
１５
）。『
承
応
』
③
・『
石
山
』
⑤
・『
篠
山
』
④
。

『
白
畑
』
は
画
面
の
右
側
に
馬
に
乗
っ
た
光
源
氏
と
、
そ
の
前
後
を
歩
く
従
者
が
一
人
ず
つ
、
画
面
の
左
奥
に
墓
ら
し
い
も
の
を
配
置

す
る
。
こ
の
図
は
掛
け
軸
に
仕
立
て
ら
れ
、
二
〇
〇
八
年
の
展
示
『
石
山
寺
の
美

観
音
・
紫
式
部
・
源
氏
物
語
』
の
図
録
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

第
７
図

光
源
氏
と
東
宮
と
の
や
り
取
り
（
新
大
系
１６
）。
白
畑
Ｊ
。

『
白
畑
』
は
光
源
氏
の
手
紙
を
前
に
置
く
少
年
姿
の
東
宮
が
、
一
段
低
い
所
に
控
え
る
女
房
（
手
紙
を
取
り
次
い
だ
王
命
婦
）
に
伝
言

白
描
源
氏
物
語
絵
巻
（
賢
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す
る
と
こ
ろ
を
描
く
。

第
８
図

光
源
氏
、
紫
の
上
と
別
れ
を
惜
し
む
（
新
大
系
１８
）。
白
畑
Ｋ
・
勾
当
②
・
石
山
⑥
。

『
勾
当
』
も
『
石
山
』
も
光
源
氏
と
紫
の
上
し
か
い
な
い
が
、『
白
畑
』
は
隣
室
に
聞
き
耳
を
立
て
る
二
人
の
女
房
を
添
え
る
。
そ
の
様

子
は
、
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
・
夕
霧
の
巻
に
似
る
。
ま
た
『
白
畑
』
に
の
み
唐
櫃
が
三
つ
置
か
れ
、
こ
れ
は
須
磨
へ
運
ぶ
も
の
で
あ
ろ
う

か
。

第
９
図

須
磨
に
行
く
途
次
（
新
大
系
１９
）。
白
畑
Ｌ
イ
・
勾
当
③
・
承
応
④
。

『
勾
当
』
も
『
承
応
』
も
船
中
の
一
行
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
白
畑
』
は
「
源
氏
」「
よ
し
き
よ
」「
さ
こ
ん
の
せ
う
」
と
書
か
れ
た
三

人
が
室
内
に
い
て
、
浜
辺
の
松
原
を
眺
め
て
い
る
。
貝
が
散
乱
し
て
遣
水
が
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
詞
書
に
記
さ
れ
た
「
お
ほ
い
と

の
と
い
ひ
け
る
所
は
い
た
ふ
あ
れ
て
松
は
ら
は
か
り
そ
し
る
し
成
け
る
」
を
絵
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
物
語
本
文
で
は
大
江
殿
を
船
の
中

か
ら
見
て
歌
を
詠
み
通
り
過
ぎ
た
と
も
読
め
る
が
、『
白
畑
』
は
上
陸
し
て
休
憩
す
る
と
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
本
図
か
ら
最
終

図
ま
で
は
巻
子
本
で
、
石
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

第
１０
図

光
源
氏
、
須
磨
か
ら
女
君
た
ち
と
文
通
す
る
（
新
大
系
２１
〜
２６
）。
白
畑
М
・
石
山
⑦
・
承
応
⑤
。

『
白
畑
』
は
室
内
か
ら
海
辺
を
見
る
光
源
氏
の
前
に
、
硯
箱
と
数
通
の
手
紙
を
置
く
。
書
き
終
え
て
こ
れ
か
ら
送
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

『
石
山
』
は
光
源
氏
が
六
条
御
息
所
の
使
者
を
呼
び
寄
せ
て
話
を
聞
く
と
こ
ろ
（
新
大
系
２５
）、『
承
応
』
は
花
散
里
の
和
歌
に
よ
り
屋
敷

の
荒
廃
を
知
っ
た
光
源
氏
が
築
地
を
修
復
さ
せ
る
と
こ
ろ
（
新
大
系
２６
）
で
あ
る
。

第
１１
図

須
磨
で
の
わ
び
住
ま
い
（
新
大
系
２８
〜
３０
）。
白
畑
ウ
・
絵
詞
④
・
篠
山
⑥
。

『
白
畑
』
の
詞
書
は
以
下
の
三
場
面
を
一
ま
と
め
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
夜
中
に
目
覚
め
た
光
源
氏
が
独
り
琴
を
弾
き
家
来
た
ち
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も
起
き
て
涙
ぐ
む
（
新
大
系
２８
。
白
畑
ウ
・
絵
詞
④
・
篠
山
⑥
）、
光
源
氏
が
海
を
眺
め
な
が
ら
読
経
す
る
（
新
大
系
２９
。
勾
当
④
・
承

応
⑥
・
石
山
⑧
）、
光
源
氏
が
中
秋
の
名
月
を
見
て
都
に
思
い
を
馳
せ
る
（
新
大
系
３０
）
で
あ
る
。『
白
畑
』
が
描
い
た
の
は
「
須
磨
に
は

い
と
ど
心
づ
く
し
の
秋
風
に
」
で
始
ま
る
名
文
の
誉
れ
高
い
場
面
で
あ
る
が
、
例
は
少
な
い
。
物
語
本
文
の
「
鼻
を
忍
び
や
か
に
か
み
わ

た
す
」
を
『
白
畑
』
は
鼻
紙
で
、『
篠
山
』
は
片
手
で
拭
う
様
で
表
現
し
て
い
る
。

第
１２
図

大
宰
の
大
弐
、
上
京
す
る
途
中
、
光
源
氏
に
挨
拶
す
る
（
新
大
系
３１
）。
白
畑
Ｏ
・
石
山
⑨
。

二
作
品
と
も
奥
の
室
内
に
琴
を
弾
く
光
源
氏
、
端
近
に
使
者
（
大
弐
の
子
息
）
と
対
面
す
る
家
来
を
配
置
す
る
。

第
１３
図

光
源
氏
、
家
来
た
ち
と
合
奏
（
新
大
系
３３
中
盤
）。
白
畑
Ｎ
⑷
・
篠
山
⑦
。

両
作
品
と
も
物
語
本
文
の
「
琴
を
弾
き
す
さ
び
給
ひ
て
、
良
清
に
歌
う
た
は
せ
、
大
輔
横
笛
吹
き
て
遊
び
給
。」
の
場
面
を
描
く
。
そ

こ
で
は
和
歌
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、『
白
畑
』
の
詞
書
（
新
大
系
３３
序
盤
・
終
盤
）
に
は
絵
に
該
当
す
る
本
文
は
な
い
。
ま
た
、
物

語
本
文
の
「
冬
に
な
り
て
雪
降
り
荒
れ
た
る
こ
ろ
」
を
踏
ま
え
て
『
篠
山
』
は
銀
世
界
に
彩
色
し
、
白
描
の
『
白
畑
』
は
松
や
柴
垣
に
積

も
る
雪
の
ほ
か
、
簀
子
に
置
く
丸
い
物
で
雪
玉
を
表
現
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

第
１４
図

光
源
氏
、
若
木
の
桜
を
見
て
都
を
恋
し
く
思
う
（
新
大
系
３５
序
盤
）。
白
畑
エ
。

『
白
畑
』
は
須
磨
に
来
た
と
き
に
植
え
た
桜
が
咲
い
た
の
を
、
室
内
か
ら
光
源
氏
が
眺
め
る
さ
ま
を
描
く
。

第
１５
図

三
位
中
将
、
須
磨
を
訪
問
（
新
大
系
３５
前
半
）。
白
畑
Ｐ
オ
・
絵
詞
⑤
・
勾
当
⑤
・
承
応
⑧
・
石
山
⑫
⑬
・
篠
山
⑧
。

中
将
は
須
磨
に
一
泊
し
た
。
絵
詞
⑤
説
明
文
・
勾
当
⑤
・
承
応
⑧
・
石
山
⑫
・
篠
山
⑧
は
一
日
め
、
絵
詞
⑤
説
明
文
と
物
語
本
文
・
石

山
⑬
は
二
日
め
を
描
き
、
そ
の
相
違
点
は
馬
に
表
れ
て
い
る
。
一
日
め
は
中
将
を
も
て
な
す
た
め
「
御
馬
ど
も
」
に
稲
を
与
え
て
見
せ

る
、
二
日
め
は
光
源
氏
か
ら
中
将
へ
の
贈
り
物
と
し
て
「
黒
駒
」
を
与
え
る
、
で
あ
る
。『
石
山
』
は
⑫
⑬
と
も
に
馬
が
お
り
、
⑫
は
小
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屋
の
中
に
二
頭
、
⑬
は
庭
に
引
き
出
し
た
黒
馬
一
頭
と
描
き
分
け
て
い
る
。『
白
畑
』
の
馬
は
画
面
の
右
半
分
に
石
山
⑫
と
、
左
半
分
に

石
山
⑬
と
同
じ
描
き
方
を
し
て
異
時
同
図
法
で
あ
る
。
ま
た
画
面
の
左
端
に
描
か
れ
た
雁
は
二
日
め
の
題
材
で
あ
る
の
で
、
右
半
分
は
一

日
め
、
左
半
分
は
二
日
め
に
分
け
ら
れ
る
が
、『
白
畑
』
の
詞
書
は
二
日
め
の
本
文
し
か
な
い
。『
絵
詞
』
も
物
語
本
文
は
二
日
め
の
み

で
、
絵
の
説
明
文
は
二
日
間
に
わ
た
る
。

第
１６
図

光
源
氏
、
海
辺
で
祓
を
す
る
（
新
大
系
３６
前
半
）。
白
畑
Ｑ
・
石
山
⑭
。

ひ
と
が
た

幕
を
張
り
巡
ら
し
陰
陽
師
が
祓
を
し
て
、
小
舟
に
人
形
を
乗
せ
て
流
す
の
を
光
源
氏
た
ち
が
見
て
い
る
、
と
い
う
物
語
の
内
容
を
『
石

山
』
は
忠
実
に
描
く
。『
白
畑
』
も
構
図
は
同
じ
で
あ
る
が
幕
は
な
く
、
光
源
氏
は
苔
む
し
た
岩
の
上
に
座
っ
て
い
る
。

五
、
白
畑
本
の
絵

│
詞
書
と
の
関
係
│

こ
れ
ま
で
白
畑
本
と
他
作
品
の
絵
を
比
較
し
て
き
た
が
、
白
畑
本
は
和
歌
が
詠
ま
れ
た
場
を
絵
に
し
て
い
る
点
が
他
と
異
な
る
。
た
と

え
ば
須
磨
の
巻
に
お
い
て
、
光
源
氏
が
中
将
の
君
と
別
れ
を
惜
し
む
図
（
新
大
系
５
）
が
『
承
応
』『
石
山
』『
篠
山
』
に
あ
り
『
白
畑
』

に
な
い
の
は
、
そ
の
場
面
に
お
い
て
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
こ
こ
に
白
畑
本
と
他
本
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
他
作
品
と
共
通
す
る
絵
は
少
な
く
、
賢
木
の
巻
は
全
十
一
図
の
う
ち
四
図
（
白
畑
①
⑤
⑦
⑪
）
し
か
な
い
。
そ
の
四
図
も
用
例
は
少

な
く
、
①
は
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
源
氏
物
語
冊
子
絵
に
も
見
ら
れ
る
が
、「
ほ
か
に
類
例
の
な
い
場
面
」⑸
と
解
説
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
田
口
榮
一
氏
が
作
成
さ
れ
た
「
源
氏
絵
帖
別
場
面
一
覧
」（
注
⑸
の
著
書
に
所
収
）
に
よ
る
と
、
⑤
は
個
人
蔵
光
起
画
帖
、
⑦

は
バ
ー
ク
本
光
則
白
描
画
帖
と
の
み
似
る
。
よ
っ
て
賢
木
の
巻
は
珍
し
い
場
面
が
多
い
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
逆
に
花
散
里
と
須
磨
の
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巻
は
、
他
作
品
に
も
見
当
た
る
絵
柄
が
多
い
。
花
散
里
の
巻
は
全
二
図
す
べ
て
、
須
磨
の
巻
は
全
十
六
図
の
う
ち
四
図
（
第
１
４
７
１４

図
）
以
外
が
共
通
す
る
。
こ
れ
は
比
較
す
る
対
象
が
、
須
磨
の
巻
で
は
二
作
（『
勾
当
』『
篠
山
』）
増
え
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
。

次
に
白
畑
本
の
詞
書
と
絵
の
関
係
に
注
目
す
る
と
、
両
者
が
一
致
し
な
い
の
は
二
例
│
賢
木
の
第
６
項
、
須
磨
の
第
１３
図
│
あ
る
。
賢

木
第
６
項
の
場
合
、
原
因
は
二
通
り
想
定
さ
れ
る
。
一
つ
は
も
と
も
と
二
場
（
新
大
系
３１
・
３３
）
あ
っ
た
が
、
前
の
図
と
後
の
詞
書
が
脱

落
し
た
結
果
、
前
の
詞
書
（
新
大
系
３１
）
と
後
の
絵
（
新
大
系
３３
）
が
一
組
に
な
っ
た
か
ら
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
『
白
畑
』
の
絵
は
詞

書
を
基
に
描
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
詞
書
に
合
う
絵
柄
を
別
の
作
品
か
ら
探
し
た
も
の
の
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
前
後
の
図
を
採
用
し
た
か

ら
で
あ
る
。
二
通
り
の
可
能
性
の
う
ち
後
者
は
、
須
磨
第
１３
図
に
も
当
て
は
ま
る
。

当
該
図
は
新
大
系
３３
の
中
盤
に
当
た
る
が
、
そ
の
箇
所
に
は
和
歌
が
な
い
た
め
詞
書
は
新
大
系
３３
の
序
盤
と
終
盤
の
二
場
面
か
ら
成

り
、
絵
と
詞
書
は
合
わ
な
い
。『
白
畑
』
に
は
、
柴
を
焼
く
小
屋
の
よ
う
な
も
の
や
鳥
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
白
畑
』
の
詞
書
に
「
お

は
し
ま
す
う
し
ろ
の
山
に
し
は
と
い
ふ
も
の
ふ
す
ふ
る
な
り
け
り
」（
新
大
系
３３
序
盤
。
石
山
⑩
）
と
、「
れ
ゐ
の
ま
と
ろ
ま
れ
ぬ
あ
か
つ

き
の
空
に
う
ら
千
鳥
あ
は
れ
に
な
く
」（
新
大
系
３３
終
盤
。
承
応
⑦
）
と
い
う
、
絵
と
は
別
の
場
面
の
文
章
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
よ
っ
て
『
白
畑
』
は
詞
書
に
な
い
情
景
を
描
く
と
同
時
に
、
絵
と
は
異
な
る
場
面
の
詞
書
に
記
さ
れ
た
題
材
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
他
作
品
の
絵
を
参
照
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

須
磨
第
１５
図
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。『
絵
詞
』
は
物
語
本
文
に
即
し
て
光
源
氏
お
手
植
え
の
桜
、
調
度
品
（
囲
碁
・
双
六
・
香
道

具
）、
仏
具
、
貝
を
献
上
し
た
海
人
に
御
衣
を
授
け
る
、
御
馬
に
稲
を
与
え
る
、
酒
宴
、
黒
駒
、
雁
、
琴
を
列
挙
す
る
。
こ
の
う
ち
『
白

畑
』
に
な
い
の
は
、
授
け
た
御
衣
と
琴
だ
け
で
あ
る
。
一
方
『
勾
当
』
で
は
桜
以
外
の
小
道
具
は
皆
無
で
、『
承
応
』
は
御
衣
を
与
え
る

箇
所
に
限
定
し
て
い
る
。『
篠
山
』
は
二
頭
の
馬
に
水
を
や
る
、
酒
宴
の
準
備
、
仏
具
、
御
衣
を
賜
う
の
順
に
展
開
す
る
。
石
山
⑫
は
室
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内
に
琴
と
仏
具
、
縁
側
に
海
人
の
献
上
品
、
庭
に
二
頭
の
馬
、
石
山
⑬
は
庭
に
黒
駒
、
室
内
に
光
源
氏
が
贈
っ
た
笛
を
入
れ
た
袋
の
ほ
か

硯
箱
と
懐
紙
が
置
か
れ
て
い
る
。
笛
は
『
白
畑
』
に
も
あ
り
、
他
作
品
に
比
べ
る
と
品
数
は
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
白
畑
』
の
詞
書
で

絵
の
題
材
と
重
な
る
の
は
、「
あ
さ
ほ
ら
け
の
空
に
か
り
の
わ
た
る
御
ら
む
し
て
」
の
雁
し
か
な
く
、
詞
書
だ
け
で
は
描
か
れ
な
い
。

そ
の
一
方
、
須
磨
第
２
図
の
よ
う
に
詞
書
に
記
さ
れ
た
人
と
物
し
か
取
り
上
げ
な
い
絵
も
あ
り
、
こ
れ
は
詞
書
に
の
み
基
づ
い
て
描
か

れ
た
「
素
人
の
余
技
」（
注
⑴
の
論
文
）
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
白
畑
本
が
絵
に
よ
っ
て
モ
チ
ー
フ
の
数
や
種
類
に
差
が
あ
る
の
は
、
他
作

品
を
参
照
し
た
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
模
倣
し
た
場
合
は
詳
細
に
描
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
参
考
に
な
る
図
が
な
い
時
は
簡
単
な
絵
に
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
、
白
畑
本
と
他
の
白
描
源
氏
物
語
絵
巻

白
畑
よ
し
氏
は
、
白
畑
本
と
は
別
の
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
（
葵
・
賢
木
・
花
散
里
の
巻
の
み
現
存
）
も
紹
介
さ
れ
た
⑹
。
そ
の
詞
書
は

和
歌
を
す
べ
て
抜
き
出
す
白
畑
本
と
は
異
な
る
が
、
絵
は
よ
く
似
て
い
る
。
賢
木
の
巻
は
七
図
か
ら
な
り
、
巻
頭
を
欠
く
白
畑
本
と
比
較

で
き
る
の
は
第
三
図
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
第
二
章
の
第
１
〜
１８
項
と
照
合
し
て
、
場
面
を
確
認
す
る
。
な
お
絵
が
注
⑹
の
論
文
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
三
・
六
・
七
図
で
あ
る
。

○
第
三
図
は
第
３
項
の
石
山
⑤
と
同
じ
場
面
で
、
光
源
氏
が
藤
壺
の
衣
装
を
引
き
寄
せ
る
と
こ
ろ
。

○
第
四
図
は
白
畑
氏
の
解
説
「
画
面
は
槿
斎
院
と
、
侍
女
の
中
将
と
の
対
座
で
、
前
に
は
そ
の
木
綿
（
引
用
者
注
、
光
源
氏
が
手
紙
に
付

ゆ

う

け
た
も
の
）
が
お
か
れ
て
い
る
。」
に
よ
る
と
、
第
７
項
の
白
畑
⑤
と
同
じ
場
面
で
あ
る
。
た
だ
し
木
綿
は
白
畑
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
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○
第
五
図
は
第
１２
項
と
同
じ
場
面
。
白
畑
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、「
室
内
に
は
源
氏
の
姿
が
大
ら
か
に
占
め
、
几
帳
の
中
に
は
藤
壺
が
半

ば
身
を
か
く
し
て
い
る
。」
で
あ
る
が
、
白
畑
⑥
に
は
光
源
氏
の
姿
は
見
え
な
い
。

○
第
六
図
は
第
１７
項
と
同
じ
場
面
。
白
畑
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、「
中
将
の
息
で
八
九
歳
に
な
る
少
年
が
笙
を
吹
い
て
い
る
姿
」
に
「
御

土
器
を
か
た
む
け
る
中
将
」
と
「
端
然
と
し
た
源
氏
が
坐
つ
て
い
る
」
図
。

○
第
七
図
は
第
１８
項
と
同
じ
場
面
で
は
あ
る
が
、
右
大
臣
が
来
て
（
石
山
⑨
）、
娘
の
朧
月
夜
と
向
き
合
い
（
当
図
）、
そ
し
て
立
ち
去
る

（
承
応
⑧
）
の
よ
う
に
三
者
に
は
時
間
差
が
あ
る
。
ま
た
『
石
山
』
と
『
承
応
』
は
右
大
臣
・
朧
月
夜
・
源
氏
の
三
人
し
か
描
か
な
い
の

に
対
し
て
、
当
図
は
隣
室
で
聞
き
耳
を
立
て
る
二
人
の
烏
帽
子
姿
が
加
わ
る
。
こ
の
二
人
を
配
し
た
構
図
は
、
白
畑
本
・
須
磨
の
巻
・
第

８
図
と
共
通
す
る
。

以
上
の
五
図
の
う
ち
、
白
畑
本
と
共
通
す
る
の
は
第
四
・
五
・
六
図
で
あ
り
、
と
り
わ
け
第
四
・
五
図
は
第
二
章
で
比
較
し
た
他
の
作
品

に
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
第
四
・
五
図
は
彩
色
画
と
は
異
な
り
、
白
描
絵
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
図
様
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
他
の
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
を
探
す
と
、
さ
ら
に
白
畑
本
と
似
た
作
品
が
あ
る
。
片
桐
弥
生
氏
は
天
文
二
三
年
（
一
五
五
四
）
に

写
さ
れ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
本
と
、
細
見
家
本
・
天
理
図
書
館
本
と
を
比
較
考
察
さ
れ
、
次
の
結
論
を
導
か
れ
た
。

ス
ペ
ン
サ
ー
本
、
と
い
う
よ
り
は
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
原
本
は
、
細
見
家
本
、
天
理
図
書
館
本
の
よ
う
な
『
源
氏
物
語
』
中
の
和
歌
を

す
べ
て
抜
き
出
し
、
絵
画
化
し
た
絵
巻
を
参
考
に
し
て
制
作
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
ス
ペ
ン
サ
ー
本
は
細
見
家

本
、
天
理
図
書
館
本
の
よ
う
な
絵
巻
の
抄
出
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
一
帖
か
ら
一
段

を
選
ぶ
基
準
は
、
詞
は
巻
名
を
含
む
和
歌
が
あ
る
段
が
原
則
と
し
て
選
ば
れ
た
。
し
か
し
絵
の
方
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
絵

そ
の
も
の
の
面
白
さ
や
著
名
な
場
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
他
の
段
の
絵
が
使
わ
れ
た
り
、
数
段
が
合
成
さ
れ
た
り
し
た
の
で
あ
る
⑺
。
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細
見
家
本
は
白
畑
本
の
三
帖
を
含
み
、
詞
書
は
「
ほ
ぼ
一
致
」
し
、「
図
様
も
大
方
一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
」
こ
と
、
ま
た
白
畑
本
と
同

じ
継
ぎ
誤
り
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
両
者
に
共
通
す
る
祖
本
に
錯
簡
が
あ
っ
た
」
と
片
桐
氏
は
論
じ
ら
れ
た
⑻
。
す
る
と
ス
ペ
ン
サ
ー
本

の
原
本
と
し
て
細
見
家
本
と
天
理
図
書
館
本
の
ほ
か
に
、
白
畑
本
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
天
理
図
書
館
本
は
白
畑
本
の
三
帖
を

欠
く
の
で
、
本
稿
で
は
考
察
か
ら
外
す
。

七
、
白
畑
本
の
本
文
系
統

最
後
に
白
畑
本
の
詞
書
本
文
を
取
り
上
げ
る
。
源
氏
物
語
の
本
文
系
統
は
巻
に
よ
り
異
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
白
畑
本
も
巻
ご
と
に

考
察
す
る
。
ま
ず
は
本
文
が
最
も
短
い
花
散
里
の
巻
か
ら
調
べ
る
と
、
冒
頭
の
一
文
以
外
は
河
内
本
系
統
で
あ
る
。
以
下
、
詞
書
を
全
文

引
用
し
て
、
系
統
に
よ
り
異
な
る
箇
所
に
傍
線
を
引
く
。

お
り
ふ
し
時
鳥
な
き
わ
た
り
た
り
も
よ
を
し
か
ほ
１
な
る
に
御
く
る
ま
を
２
お
さ
へ
さ
せ
給
ふ
に
れ
い
の
こ
れ
み
つ
を
い
れ
た
ま
ふ

（
三
八
八
３
）⑼

御
せ
ふ
そ
こ
と
３
い
ふ
わ
か
や
か
な
る
４
け
は
い
と
も
あ
ま
た
し
て
お
ほ
め
く
な
る
へ
し
（
三
八
八
７
）

い
か
に
し
り
て
か
と
し
の
ひ
や
か
に
５
く
ち
す
さ
み
給
ふ
（
三
八
九
９
）

（
ら
カ
）

６
あ
さ
は
か
な
ら
ぬ
も
人
の
御
７
も
て
な
し
か
た
に
や
と
お
ほ
く
の
あ
は
れ
そ
い
け
る
（
三
九
〇
２
）

青
表
紙
本
も
別
本
も
傍
線
１
の
箇
所
は
「
な
れ
は
」、
２
は
「
を
し
か
へ
さ
せ
て
」、
３
「
き
こ
ゆ
」、
５
「
う
ち
す
ん
し
」、
６
「
あ
さ
か

ら
ぬ
」、
７
「
さ
ま
」
で
あ
る
。
傍
線
４
は
青
表
紙
本
が
「
け
し
き
と
も
し
て
」、
別
本
が
「
け
わ
ひ
と
も
し
て
」
と
異
な
り
、
河
内
本
の

― ７９ ―
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み
が
白
畑
本
と
一
致
す
る
。

と
こ
ろ
が
冒
頭
文
は
青
表
紙
本
が
「
お
り
し
も
ほ
と
ゝ
き
す
な
き
て
わ
た
る
」、
河
内
本
が
「
お
り
し
も
ほ
と
ゝ
き
す
な
き
わ
た
る

は
」、
別
本
が
「
お
り
し
も
郭
公
の
な
き
て
わ
た
る
も
」
で
、
白
畑
本
と
同
じ
本
文
は
見
当
ら
な
い
。

次
に
、
詞
書
が
す
べ
て
現
存
す
る
須
磨
の
巻
を
取
り
あ
げ
る
。
こ
の
巻
も
青
表
紙
本
で
は
な
く
河
内
本
で
は
あ
る
が
、
別
本
と
の
み
重

な
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
二
〇
三
番
歌
⑽
「
と
こ
よ
出
て
旅
の
空
と
ふ
か
り
な
れ
と
つ
ら
に
お
く
れ
ぬ
ほ
と
そ
な
く
さ
む
」（
四

二
四
５
）
の
傍
線
部
は
、
別
本
の
一
本
で
あ
る
陽
明
家
本
と
の
み
共
通
し
、
青
表
紙
本
は
「
な
る
か
り
か
ね
も
」、
河
内
本
は
「
な
る
か

り
な
れ
と
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
源
氏
物
語
の
梗
概
書
類
を
調
べ
る
と
、
白
畑
本
と
同
文
は
『
源
氏
物
語
提
要
』
と
版
本
『
源
氏
物
語

歌
』
に
見
ら
れ
る
⑾
。

和
歌
は
音
数
の
制
約
が
あ
る
た
め
散
文
よ
り
も
異
同
は
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
白
畑
本
の
和
歌
に
は
『
源
氏
物
語
大
成

校
異

篇
』
に
は
無
い
本
文
が
散
在
す
る
。
そ
の
箇
所
を
以
下
、
歌
番
号
・
白
畑
本
・
青
表
紙
本
等
の
順
に
列
挙
す
る
と
、
一
八
九
「
と
ま
や
も

あ
れ
て
│
あ
ま
の
と
ま
や
も
」、
一
九
七
「
あ
ま
の
す
む
│
あ
ま
か
つ
む
」、
二
〇
〇
「
き
こ
ゆ
る
│
か
な
し
き
」、
二
〇
六
「
つ
な
て
し

て
│
つ
な
て
な
は
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
独
自
異
文
は
散
文
に
も
見
ら
れ
、
詞
書
の
歌
番
号
・
白
畑
本
・
青
表
紙
本
の
順
に
挙
げ
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。
一
七
七
「
あ
ま
る
へ
か
り
け
る
│
あ
ま
る
も
と
こ
ろ
せ
う
な
ん
」、
一
七
九
「
つ
ゝ
け
た
ま
は
ぬ
成
へ
し
│
つ
ゝ
け

た
ま
は
ぬ
」、
一
八
六
「
あ
さ
か
ら
す
│
あ
さ
は
か
に
」、
二
〇
七
「
う
つ
く
し
け
な
り
│
は
つ
か
し
け
な
り
」、
二
一
三
「
御
ら
む
し
て

│
あ
る
し
の
君
」⑿
。
こ
の
中
で
一
八
六
番
詞
書
の
異
同
は
解
釈
に
も
係
わ
り
、
須
磨
に
退
去
す
る
光
源
氏
が
紫
の
上
と
別
れ
を
惜
し
む

場
面
で
あ
る
。
白
畑
本
の
本
文
「
あ
さ
か
ら
す
き
こ
え
な
し
給
へ
は
」
で
は
源
氏
が
紫
の
上
に
「
あ
さ
か
ら
ず
」（
愛
情
深
く
）
申
し
上

げ
た
の
に
対
し
て
、「
あ
さ
は
か
に
」
で
は
わ
ざ
と
軽
く
言
い
な
し
た
と
な
る
。
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白
畑
本
の
異
文
の
中
に
は
物
語
本
文
で
は
な
く
、
梗
概
文
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
一
例
あ
り
、
そ
れ
は
二
一
六
番
歌
の
詞
書
で
あ
る
。

（
ひ
カ
）

け
ふ
な
ん
き
た
れ
る
み
の
り
な
れ
は
※
人
か
た
つ
く
り
て
ふ
ね
に
の
せ
て
な
か
す
を
み
給
ふ
も
御
身
に
よ
そ
へ
ら
れ
て

※
以
下
の
本
文
は
和
歌
の
直
前
に
あ
り
『
源
氏
物
語
大
成

校
異
篇
』
で
は
四
三
五
頁
３
行
目
で
あ
る
。
一
方
※
ま
で
は
「
や
よ
ひ
の
つ

い
た
ち
に
い
て
き
た
る
み
の
日
け
ふ
な
む
か
く
お
ほ
す
こ
と
あ
る
人
は
」（
四
三
四
１３
）
を
梗
概
化
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
賢
木
の
巻
を
調
べ
る
と
、
他
の
二
巻
で
は
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
青
表
紙
本
が
散
見
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
一
五
三
番
歌
の
詞

書
を
引
用
す
る
。

こ
と
お
ほ
く
侍
れ
と
か
ひ
な
く
の
み
な
と
す
こ
し
心
と
ゝ
め
て
お
ほ
か
り
お
ま
へ
の
は
ゆ
ふ
の
か
た
は
し
に
（
三
五
八
４
）

傍
線
部
が
河
内
本
で
は
「
か
ひ
な
く
な
む
心
と
ゝ
め
て
す
こ
し
こ
ま
や
か
に
か
き
た
り
」
で
あ
り
、
陽
明
家
本
を
除
く
別
本
も
そ
れ
に
近

く
、
陽
明
家
本
は
「
お
ほ
か
り
」
が
「
御
返
」
で
あ
る
以
外
は
青
表
紙
本
と
同
じ
で
あ
る
。

一
方
、
非
青
表
紙
本
や
『
源
氏
物
語
大
成

校
異
篇
』
に
無
い
本
文
も
混
在
す
る
。
そ
れ
が
よ
く
分
か
る
例
は
一
五
七
番
歌
で
あ
る
。

き
こ
え
さ
せ
て
も
か
い
な
き
１
物
か
ら
け
に
こ
そ
む
け
に
２
く
つ
お
れ
に
け
る
身
の
う
き
ほ
と

源
氏
大
将

あ
ひ
見
す
て
忍
ふ
る
頃
の
涙
を
も
な
へ
て
の
３
秋
の
時
雨
と
や
み
る
（
三
六
四
１
）

傍
線
１
は
独
自
異
文
で
、
青
表
紙
本
と
国
冬
本
以
外
の
別
本
は
「
も
の
こ
り
に
」、
河
内
本
は
「
こ
と
の
葉
の
け
に
」、
国
冬
本
は
「
物
と

も
に
」
で
あ
る
。
傍
線
２
は
青
表
紙
本
と
一
致
し
、
河
内
本
は
「
か
れ
侍
に
」、
別
本
は
「
し
ほ
た
れ
侍
に
」
ま
た
は
「
し
ほ
れ
に
」
か

「
し
を
れ
侍
り
に
」
で
あ
る
。
逆
に
傍
線
３
は
河
内
本
・
別
本
と
同
じ
で
、
青
表
紙
本
は
「
そ
ら
」
で
あ
る
。

賢
木
の
巻
に
も
梗
概
文
が
一
箇
所
（
一
五
四
番
）
あ
る
。

ａ
光
日
の
御
子
ｂ
中
宮
あ
ま
に
成
ら
せ
た
ま
ひ
御
代
か
は
り
給
ふ
て
ｃ
大
き
さ
ひ
の
御
こ
ゝ
ろ
ｄ
さ
か
な
く
て
ｅ
む
く
ゐ
せ
む
と
し
給

― ８１ ―
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ふ
に
☆
お
な
し
み
か
き
の
う
ち
な
か
ら
か
は
れ
る
こ
と
お
ほ
く
か
な
し

☆
以
下
は
三
六
二
頁
１２
行
目
の
物
語
本
文
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
☆
以
前
の
は
該
当
す
る
本
文
が
見
出
せ
な
い
。
ま
ず
傍
線
ａ
「
光
日
の

御
子
」
と
い
う
言
葉
は
、『
源
氏
物
語
大
成

索
引
篇
』
に
見
当
ら
な
い
。
傍
線
ｂ
の
「
中
宮
」
は
藤
壺
を
指
し
、「
輝
く
日
の
宮
」（
桐

壺
の
巻
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ｂ
に
「
中
宮
あ
ま
に
成
ら
せ
た
ま
ひ
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
出
家
し
て
い
な
い
。
傍
線
ｃ
「
大
き

さ
ひ
」（
弘
徽
殿
大
后
）
は
当
巻
に
も
四
例
あ
る
が
、
す
べ
て
他
の
場
面
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ｄ
の
「
さ
が
な
し
」（
三
四
三
５
）
と
ｅ
の

「
報
い
」（
三
四
六
１
）
は
当
巻
に
一
例
ず
つ
あ
り
、「
さ
が
な
し
」
は
詞
書
で
は
弘
徽
殿
大
后
の
性
格
を
表
わ
す
が
、
物
語
で
は
そ
の
父

右
大
臣
の
形
容
で
あ
る
。「
報
い
」
は
物
語
も
詞
書
と
同
じ
で
、
大
后
が
「
む
く
ひ
せ
む
と
お
ほ
す
」
と
記
す
。

八
、
終
わ
り
に

鎌
倉
時
代
に
藤
原
定
家
が
校
訂
し
た
青
表
紙
本
は
、
室
町
時
代
に
な
る
と
和
歌
に
お
け
る
定
家
崇
拝
の
影
響
に
よ
り
他
系
統
の
本
文
を

圧
倒
し
、
江
戸
時
代
に
は
流
布
本
に
な
る
。
一
方
、
室
町
後
期
に
制
作
さ
れ
た
白
畑
本
は
非
青
表
紙
本
で
あ
り
、
青
表
紙
本
が
優
勢
に
な

る
以
前
の
状
況
が
窺
え
る
。

白
畑
本
の
絵
は
原
則
と
し
て
和
歌
が
詠
ま
れ
た
箇
所
で
あ
る
た
め
、
名
場
面
で
あ
っ
て
も
和
歌
が
な
い
と
描
か
れ
ず
、
そ
こ
が
彩
色
画

と
違
う
点
で
あ
る
。
た
だ
し
実
際
に
は
詞
書
に
な
い
部
分
も
描
か
れ
、
こ
れ
は
別
の
絵
画
資
料
を
取
り
入
れ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
白

畑
本
は
細
見
家
本
と
似
る
た
め
白
畑
本
の
み
の
特
徴
で
は
な
く
、
彩
色
画
と
は
異
な
る
白
描
画
独
自
の
図
様
が
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
描
か
れ
る
場
面
が
固
定
化
す
る
が
、
室
町
時
代
に
制
作
さ
れ
た
白
畑
本
は
ま
だ
定
着
す
る
前
の
有
様
を
残
し
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て
い
る
。
ゆ
え
に
白
畑
本
の
絵
も
本
文
も
、
近
世
に
定
型
化
す
る
以
前
の
状
態
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
貴
重
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。注⑴

白
畑
よ
し
氏
「
白
描
『
源
氏
物
語
』
絵
巻
」、「
日
本
美
術
工
芸
」
三
二
九
号
、
一
九
六
六
年
二
月
。

⑵

越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
の
図
録
『
源
氏
物
語
千
年
紀
特
別
企
画
⑷

源
氏
絵
│
王
朝
の
雅
を
垣
間
見
る
│
』（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
に
は
、

宇
野
茶
道
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻

一
巻
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑶

雨
の
描
き
方
に
関
し
て
は
、
以
下
の
論
文
の
注
⒁
を
参
照
。
岩
坪
健
「
狩
野
典
信
原
画
・
橋
本
栄
保
模
写
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
須
磨
・
明
石
の
巻

（
丹
波
篠
山
市
立
歴
史
美
術
館
蔵
）
の
紹
介
│
土
佐
光
貞
「
源
氏
物
語
須
磨
図
絵
巻
」（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
）
と
住
吉
廣
行
「
源
氏
物
語

須
磨
巻
絵
巻
」（
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
）
と
の
関
わ
り
│
」、「
人
文
学
」
二
〇
五
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
。

⑷

図
Ｎ
は
注
⑴
の
論
文
で
は
第
１１
図
と
す
る
が
、
現
状
で
は
第
１３
図
で
あ
る
。
白
畑
よ
し
氏
の
解
説
も
第
１３
図
の
方
が
合
う
。

⑸
『
豪
華
﹇
源
氏
絵
﹈
の
世
界

源
氏
物
語
』、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
八
年
六
月
。

⑹

白
畑
よ
し
氏
「
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
に
就
い
て
│
源
氏
絵
の
図
様
の
一
資
料
と
し
て
│
」、「
美
術
史
」
５６
、
一
九
六
五
年
三
月
。

⑺

片
桐
弥
生
氏
「
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
に
お
け
る
絵
と
詞
│
ス
ペ
ン
サ
ー
本
を
中
心
に
│
」、「
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
」
６
、
一
九
八
九
年
三
月
。

⑻

注
⑺
の
論
文
。
な
お
細
見
家
本
の
影
印
は
注
⑺
の
論
文
の
ほ
か
、『
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
』（
日
本
の
意
匠

新
装
普
及
版
）
１
（
二
〇
〇
一
年
九

月
、
紫
紅
社
）
に
も
一
部
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑼

漢
数
字
は
『
源
氏
物
語
大
成

校
異
篇
』
の
頁
数
、
洋
数
字
は
行
数
を
示
す
。
な
お
青
表
紙
本
の
定
義
は
、
本
稿
で
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
に
よ

る
。

⑽

和
歌
の
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

⑾

稲
賀
敬
二
氏
「
源
氏
物
語
梗
概
書
に
あ
ら
わ
れ
た
中
世
の
流
布
本
文
研
究
│
源
氏
物
語
和
歌
異
文
一
覧

１
│
」、「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
二

四
巻
三
号
、
一
九
六
五
年
三
月
。

⑿

物
語
で
は
「
あ
る
し
の
君
」
は
二
一
二
番
歌
の
直
前
に
あ
る
が
、
白
畑
本
で
は
二
一
二
番
歌
が
欠
落
し
て
、
二
一
三
番
歌
の
前
に
「
御
ら
む
し

― ８３ ―

白
描
源
氏
物
語
絵
巻
（
賢
木
・
花
散
里
・
須
磨
）
の
再
紹
介



て
」
が
あ
る
。

﹇
付
記
﹈

貴
重
な
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
石
山
寺
と
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
に
深
謝
し
申
し
上
げ
ま
す
。

白
描
源
氏
物
語
絵
巻
（
賢
木
・
花
散
里
・
須
磨
）
の
再
紹
介

― ８４ ―



図⑴

図⑵

図⑶

― ８５ ―

白
描
源
氏
物
語
絵
巻
（
賢
木
・
花
散
里
・
須
磨
）
の
再
紹
介



図⑷

図⑸

図⑹

白
描
源
氏
物
語
絵
巻
（
賢
木
・
花
散
里
・
須
磨
）
の
再
紹
介

― ８６ ―



図⑺

図ア

図イ

― ８７ ―

白
描
源
氏
物
語
絵
巻
（
賢
木
・
花
散
里
・
須
磨
）
の
再
紹
介



図ウ

図エ

図オ前半

図オ後半

白
描
源
氏
物
語
絵
巻
（
賢
木
・
花
散
里
・
須
磨
）
の
再
紹
介

― ８８ ―




